
 

平成２９年度 第５回 

おおたま学園コミュニティ・スクール委員会 

         〇 大山幼稚園学校運営協議会 〇 玉井幼稚園学校運営協議会 

         〇 大山小学校学校運営協議会 〇 玉井小学校学校運営協議会 

         〇 大玉中学校学校運営協議会 

 

               日 時：平成２９年１０月１６日（月）１８:３０～２０:００ 

              場 所：改善センター２階 農事研修室 

 

進行…事務局 

 

１ 開会の言葉      おおたま学園コミュニティ・スクール委員会副会長 後藤みづほ 

  

２ 教育長あいさつ                大玉村教育委員会教育長 佐藤 吉郎 

・まず、「おおたま・オータム・フェスタ」の御礼を申し上げる。学校の役割は勉強だけで

なく、集団活動から得るものも多いということで、昨年度から実施している。安達太良山

登山の部のみ、強風のためロープウェイが動かず山頂に行くことはできなかったが、引率

者の判断によりコースを変えて実施する事ができた。他はそれぞれの会場で予定通り活動

できた。幼稚園のほうもさまざまな活動をしていただいた。反省については皆様の意見を

集約してから後日詳しく報告する。 

・今日の議題の中心は「教育フォーラム」についてとなる。これまでもコミュニティ・スク

ール委員会の中で出されたアイデアから様々な形で開催してきたが、大玉の目指す教育の

方向を確認していただき、村内の多くの方々が共通理解を図られるよう、話し合っていた

だきたい。短い時間で協議を深めるために、あらかじめ役員会で原案を作ったものをご提

案させていただくので、ぜひ意義のあるフォーラムを作り上げていただきたい。 

・全国学力・学習状況調査の結果がまとまったので報告させていただく。大玉村の実態をご

理解いただいて、どんなことをしていけば、学力向上につながるかなどについてご意見を

いただきたい。 

 

３ 会長あいさつ     おおたま学園コミュニティ・スクール委員会会長 伊藤 和弥 

・今年の教育フォーラムの中身について先日の役員会で確認したことは、「大人の勉強会」

という意味を持たせて、子どもたちが将来の目標をどのように見出して頑張ったらいいの

か、大人が考えて学べる場としてのフォーラムにしたいということである。その内容につ

いては、指導要領が改訂となり方針も変わっているので、本日のコミュニティ・スクール

委員会で考えながら進めていきたい。 

 

４ 諸連絡 本日の日程・内容について                     事務局 

 

（教育長退室） 

会議の概要 



５ 協 議              座長：CS 副会長 矢吹吉信 

（１）第９回教育フォーラムについて 

（以下は役員会で協議した内容にもとづき事務局が提案した内容をまとめたもの） 

 

 10 月 10 日（火）18:00 より役員会を開催し、第９回教育フォーラムについて、役員で

協議を行いました。協議を受けて、次の通り提案いたします。 

 

◇ 過去の教育フォーラムの内容を説明 

◇ 昨年度の教育フォーラムの第２部フリートークでのご意見 

◇ 昨年度に引き続き、「共に学ぶ研修会」を開催したい。 

     ⇒ 家庭、学校、地域が一つのテーマに基づき、一緒になって小グループで話し

合う場を大切にしたい。 

 

 ① 時 期  平成 30 年 1 月下旬の平日（候補日：29 日 or30 日） 

 ② 時 間  夕方～夜（18:30～21:00） 

 ③ 内 容 【題 名】夢実現に向けて努力する子どもを育てるために、大人（学校

・家庭・地域）ができることをそれぞれの立場から語り合おう 

 

 ＜第１部＞全体会（講話・パネルディスカッション） ［60 分］ 

   ○ テーマ 

     子どもたちに「生きる力」を育み、将来における自立に必要な力を育てるために 

 

    ※ 学習指導要領改訂のおもなポイント 

      （下線部は今回の役員会で特に話題になったこと） 

・ 社会に開かれた教育課程 

・ 道徳教育の充実（道徳の教科化） 

・ 外国語教育の充実（「外国語活動」「外国語科」導入） 

・ キャリア教育の充実（コミュニケーション能力・粘り強さ・我慢、自ら課題を

発見し解決を図る力、自ら目標を立て行動する力、変化や未知の問題への対応

力など） 

・ 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング） 

・ カリキュラム・マネジメントの確立 

・ 体験活動の重視 

・ 幼稚園教育の充実（３年保育の実施） 

・ 幼小、小中などにおける学びの連続性の重視 など 

 

 ＜第２部＞グループ討議（小グループに分かれてのフリートーク）［90 分］ 

    ○ テーマ 

    子どもたちに「何のために学ぶのか」という学習の目的を理解させ、これからの

時代に求められる資質・能力を育むために学校、家庭、地域においてできること 

            

 ④ その他  

  ◯ 村連Ｐの共催をお願いし、多くの保護者の方々に参加いただくよう依頼する。 

  ◯ 実施後、ＣＳ便りにまとめ、村内全戸配布し、家庭・地域社会への周知を図る。 

 

 

 

○日程について 

・協議の結果、1 月 29 日（月）18:30～20:30 と決定した。 

 

 



○内容について 

（委員）講師の先生をお呼びして話を聞くのもよい勉強になるのではないか。 

（委員）講師の先生のお話を聞くのは、ここ数年やっていないので良いかと思う。 

（委員）パネルディスカッションという形で、コーディネーターを講師の先生にお願いし、 

テーマに即したお話をいただきながら進めるというのはどうか。 

（委員）第 1 部は第 2 部の話し合いにつながるような内容とするのがよいのではないか。 

（委員）フォーラムを開催する目的を見失わないために、親御さんにとっての課題を把 握し

たり、大玉の子どもたちの現状を理解したりすることが必要なのではないか。この場

に集まった者だけで決めてしまわずに事前にアンケートを取るなどが必要なのではな

いか。 

（委員）親御さんが求めていること、子どもたちの現状、そういったことを知るためにフォ 

ーラムがあると思っている。開くことによって分かり合える、フォーラムにはそうい

う役割があると思う。 

（委員）講師の先生をお呼びしての講演会となると時間が足りないのではないか。特に著名 

な先生となると、わずかな時間でお願いするのは失礼になると思う。講話の方とパネ

ルディスカッションしながら参加者が研修し合うというのはどうか。私たちが子ども

を「育てる」のではなく「子どもたちが育つ」ための手立てを考える学習の場とした

い。 

（委員）予算をかけて講師の先生に来ていただくのは、第 10 回の時にして、今回はパネルデ 

ィスカッションという形がよいかと思う。 

（座長）さまざまな意見をいただいた。この件はもう一度役員会の方に預けていただいて検 

討させていただくということでよろしいか。 

（委員）異議なし。 

 

（２）今年度の全国学力・学習状況調査の結果について       資料１ 

○ 本村の結果概要資料（○秘 扱い，会議終了後回収）を配付します。 

○ 配付資料に基づいて事務局より説明します。 

○ 質疑・協議の時間をもちます。 

 

（委員）先生方が一所懸命やっていることに対して、子どもたちも応えている様子がうかが 

える。学校が楽しいという子どもの声を聞くこともあり、うれしく思っている。 

（委員）学習ボランティアとして授業に入ることがある。学力に差がある子どもに対して、 

先生が指導する時間を確保するのに役立っていると思っている。もっとボランティア

を活用していただいて、学力向上につなげられたらと思う。 

 

（３）各園・各校からの報告（学校・園の様子、月の予定等） 

① 大山幼稚園 

・運動会は体育館での実施となったが、その後の祖父母参観では運動会で行えなかった 

屋外競技を見ていただけたので良かった。オータム・フェスタも地域の方のご協力で

なごやかに実施する事ができた。 

・3 年保育のための増築工事が始まり、駐車場が大変狭く不自由であるが、皆様協力的 



で、行事の際など近くの方は歩いて来てくださったりとご協力いただいている。 

② 玉井幼稚園 

・行事としては大山幼稚園とほぼ同じ。運動会が体育館での開催となり、スペースの確 

保を心配したが、保護者の方々が協力的でお互い譲り合ってくださって広く使うこと

ができた。 

・オータム・フェスタも地域の皆様にご協力いただいて無事に楽しく行う事ができた。 

・学校の畑が増築工事のため使用できなくなっているが、直売所の方にお世話になり、

大山の農家の方の畑で芋ほりをさせていただいた。子どもたちが地域に出て活動する

いい機会となった。 

 

③ 大山小学校 

・5 年生はいわきに体験学習、6 年生は会津に修学旅行があった。 

・各教科、学習ボランティアに入っていただいている。ボランティアさんにとって負担 

になっていないか、支援を受ける学校側でも考えなければならないと思う。 

・学力学習状況調査の質問事項で子どもたちの地域への関わりがあまり良くない結果と

なった。これから、村内でゴミ拾いがあるということなので、ご家族にお願いして、

子どもたちも連れて行ってもらい一緒に活動できるように声かけをしたい。 

 

④ 玉井小学校 

・オータム・フェスタは多くのボランティアさんにご協力いただいて無事行うことがで

きた。アンケートでは、おおむね良かったというご意見をいただいている。 

・6 年生は修学旅行があったが、そのことで少し考えさせられることがあった。学校と

してはフィールドワークの活動費や昼食代なども含めておこづかいを 5000 円と決め

ていたが、それをあきらかに超えてお土産を購入している子どもが何人かいたので、

活動後に収支報告書を作らせた。おそらくは、祖父母から親とは別にもらったものと

思われるので、ありがたいなと思う反面、ルールを守るということに関してはどうな

のか、適切な指導が必要であると感じた。 

 

⑤ 大玉中学校 

・9 月のオープンスクール、学校運営協議会で、皆様からいただいたご意見はこれから

の学校運営に反映させていきたい。 

・オータム・フェスタの反省からは、実施上の改善点が寄せられている。 

・今週末は文化祭を控えている。朝から合唱の練習をするなど生徒達は頑張って準備し

ている。是非おいでいただき子どもたちの努力の成果を見ていただきたい。また、来

週末は体育祭、続けて収穫祭がある。子どもたちが自分たちで企画し立ち上げた行事

なので成功させたい。 

・中庭をきれいにして、読書スペースを作るなどして有効活用したいと思っているので、

学校支援ボランティアにご協力をお願いしたい。 

・PTA 連絡協議会の大会がいわきで行われ、本校の現 PTA 会長が発表してくださった。

大玉は縦のつながり、横のつながりを意識した教育が行われているという内容の話を

して下さった。コミュニティ・スクールが教育現場に活かされているという点で大玉

は先進的であると思っている。 

 



（委員）玉井幼稚園で畑が使えなくなっていることを知り、大山地区の農家さんにご相談し 

たところ、芋ほりをさせてもらえることになった。今後もいろいろな農家さんをご紹

介して、体験活動につなげたい。 

（委員）大山幼稚園、小学校で増築工事のため駐車場が狭くなったという話が出たが、子ど

もたちの安全確保を最優先にお願いしたい。 

 

６ その他 

 ○ １１月２０日（月）おおたま学園オープンスクール（大山小学校開催）・学校運営協議

会について 

 ○ その他 

・12 月 8 日（金）に文部科学省で開催される「平成 29 年度 地域とともにある学校づく

り推進フォーラム」に佐藤教育長がパネリストとして登壇される。参加を希望される方

は事務局までお申し出ください。 

 

７ 閉会の言葉       おおたま学園コミュニティ・スクール委員会副会長 武田伸一 

 

 〈次回の予定〉  

 １１月２０日（月）１６：１０～ 大山小学校 

 ◯ 授業公開、分科会への参加もよろしくお願いします。 

 

 

それぞれの委員の考えを共有するため、全体で熟議しました。 


